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　平成２７年１１月１２日、総合計画審議会中島 邦彦会長より因 辰美町長へ、第５次総合計画の基本計画（案）
に対する答申書が手渡されました。この答申を受け、議案を提出し、平成27年12月の粕屋町議会定例会にお
いて可決されました。

　基本計画は、基本構想と同様に町民参画を重視し、住民ワークショップやまちづくりフォーラムなど、様々な場
で町民の皆さんの声を聞き、策定しました。
　基本計画の前期では、これまでの「行政主導・住民サポート型」から、「住民主導・行政サポート型」「住民自立
型」の協働のまちづくりを進めます。

第５次総合計画基本計画を策定しました！

基本計画は町民の皆さんとの協働で進めていきます！

　基本計画の前期（平成28年度～平成32年度）においては、総合指標として「まちづくりのスマイル指標」を
定めるとともに、基本施策ごとに指標を定め、まちの将来像「心かよいあう　スマイルシティかすや」の実現に向
けたまちづくりに取り組んでいきます。

まちづくりのスマイル指標
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総合計画ワークショップ

協働の取組検討、粕屋町の独自性や魅力の検討、
協働のきっかけづくりのためのワークショップ

（公募町民、各種団体、町職員等　36名参加　４回）

町民意識調査

指標設定や総合戦略策定の
ためのアンケート調査
（町民3,000人対象）

町　議　会

基本計画の議決

総合計画審議会
町長の諮問に応じ、

計画に関する必要な調査・審議
[有識者・団体代表・公募町民]

パブリックコメント
計画案について町民等から意見募集

実感指標

客観指標

かすや未来カフェ
町の未来を語り合う
まちづくりフォーラム

指標

幸せ指標

住みよさ指標

つながり指標

活力指標

健やか指標

内容 現状値
（H27）

目標値
（H32）

①粕屋町に暮らしていて幸せだと思う町民の割合
（10段階評価の７～10点の合計）

③今後も粕屋町に住みたいと思う町民の割合
（「住み続けたい」「どちらかといえば住み続けたい」の合計）

⑤隣近所と付き合いのある町民の割合
（「親密な付き合いがある」「どちらかといえば付き合いがあ
る」の合計）

⑥粕屋町は活力ある元気なまちだと思う町民の割合
（「そう思う」「ややそう思う」の合計）

⑦粕屋町は健康に暮らせるまちだと思う町民の割合
（「そう思う」「ややそう思う」の合計）

②粕屋町に愛着を感じている町民の割合
（「強く感じている」「感じている」の合計）

④粕屋町は住みやすいと思う町民の割合
（「とても住みやすい」「住みやすい」の合計）

指標 内容 現状値
（H25-H26）

目標値
（H30-H31）

47.9％

60.0％

82.2％

79.1％

65.6％

67.1％

76.4％

16.20％ 16.20％

より
幸せに！

より
住みやすく！

つながり
を深め！

より活力
あるまちに！

より
健康に！

※平成27年度に実施した町民意識調査（18歳以上の町民3,000名を無作為抽出　有効回答数917）の結果をもとに、
　現状値を設定したものです。

※人口移動調査（福岡県の人口と世帯年報）の数値（９月末現在）

出生率 人口に対する出生数の割合

0.25％ 0.31％社会増加率 転入、転出を要因とする人口増加の割合
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施策体系図 

つながりと交流を深め、
心豊かな人を育む協働のまち

都市と自然が調和し、
快適に暮らせる活力あるまち

誰もが安心して幸せに
暮らせるやすらぎのまち

健全で持続可能な
行政経営をめざすまち

前期 平成28年度～平成32年度
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が
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基
本
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政
策

基
本
施
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（
１
）誰
も
が
参
加
・
交
流
で
き
る
地
域
活
動
の
支
援

（
２
）人
と
地
域
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進

（
１
）災
害
に
強
い
地
域
社
会
の
実
現

（
２
）事
故
や
犯
罪
が
起
こ
り
に
く
い
地
域
社
会
の
実
現

（
１
）子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
む
教
育
の
推
進

（
２
）地
域
ぐ
る
み
で
育
む
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成

（
１
）ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
び
と
交
流
の
推
進

（
２
）郷
土
を
愛
し
、地
域
の
歴
史
と
文
化
を
継
承
す
る
社
会
の
実
現

（
１
）自
然
と
調
和
し
た
都
市
空
間
の
創
造

（
２
）緑
と
水
辺
に
囲
ま
れ
た
潤
い
あ
る
暮
ら
し
の
創
造

（
１
）安
全
で
快
適
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

（
２
）安
全
で
快
適
な
生
活
を
支
え
る
交
通
環
境
の
創
造

（
３
）安
全
で
安
心
な
水
源
の
確
保
と
水
環
境
の
基
盤
強
化

（
１
）次
世
代
に
継
承
す
る
自
然
環
境
の
保
全

（
２
）環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
創
造

（
２
）地
域
に
活
力
を
も
た
ら
す
商
工
業
の
振
興

（
１
）健
や
か
で
い
き
い
き
暮
ら
す
健
康
づ
く
り
の
推
進

（
１
）安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
推
進

（
２
）子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
支
援
の
充
実

（
１
）元
気
高
齢
者
の
活
躍
を
促
す
環
境
づ
く
り
の
推
進

（
２
）住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
支
援
の
充
実

（
１
）生
き
が
い
を
感
じ
社
会
参
加
を
促
す
環
境
づ
く
り
の
推
進

（
２
）地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
の
推
進

（
１
）人
権
と
平
和
を
尊
重
し
合
う
地
域
社
会
の
確
立

（
２
）と
も
に
支
え
合
う
地
域
福
祉
の
推
進
と
社
会
保
障
制
度
の
運
営

（
１
）ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る
情
報
発
信
の
推
進

（
２
）簡
素
で
合
理
的
な
行
政
運
営
の
強
化

（
１
）持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
強
化

（
１
）連
携
し
て
取
り
組
む
広
域
行
政
の
推
進

（
１
）い
の
ち
を
守
り
育
む
食
と
農
の
創
造

基本目標１ 基本目標2 基本目標3 基本目標4


